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１．はじめに 

 
今般，既設構造物の劣化度調査が行われる際，従来

の近接目視点検・接触式計測と並行して，デジタルカ

メラ・デジタルビデオカメラを利用した画像計測手法

が用いられている 1), 2)．計測を行う際は，変状を確実

に把握するために投光器を用いることが多い．特に，

トンネル内の劣化度調査を主目的とした車載型の画像

計測システムでは，暗所でのデジタルビデオカメラ撮

影となるため，投光器は必須である．投光器でコンク

リート表面を照射することで段差・ひび割れといった

変状の抽出を容易にし，加えて撮影時のオートフォー

カス機能向上やシャッタースピードの高速化に寄与し

ている． 
一方で，デジタル撮影機器の進歩に合わせて，画像

計測の計測精度は飛躍的に向上したが，ひび割れや段

差といった変状を抽出する作業は，経験者によるトレ

ースが一般的である．コンクリート表面の汚れや文字

（以下，「誤認識箇所」とする）は，人間の眼で判断

する必要があり，人力によるトレースは熟練度によっ

て精度・作業時間に差が生じることとなる． 
 筆者らは，計測に用いる照明と，その陰影に着目し

変状の抽出手法の研究を進めてきた 3)．この研究を進

める中で，誤認識箇所についても照明を用いて抽出で

きる可能性があることが判ってきた．併せて，HSV や

HSL といった色空間を適用することで，変状と誤認識

箇所を定量的に選別する手法についても研究を進めて

おり，その現状について報告を行う． 
 
２．誤認識箇所の抽出 
 
デジタルビデオカメラを使用した画像計測では，連

続的なデータを取得することが可能である．動画をキ

ャプチャーすることでコマ送りの画像を取得すること

ができる．この場合，移動計測となるため，照明位置

が常に変化していることとなり，この照明位置の変化

による誤認識箇所の選別可否を確認するため図－１の

実験を行った． 
 レール上に車輪の付いた架台を載せ，架台上には工

業用 CCD ビデオカメラと LED 照明を設置した．この

架台を移動させながら計測対象となる RC 供試体（写

真－１）の撮影を行った．RC 供試体にはひび割れと

油性マジックで書かれた文字があり，この文字を誤認

識箇所として抽出を行った． 
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照明を利用した変状抽出手法に関する研究 （45）



撮影位置 

カメラ左 カメラ中央 カメラ右 

S= 2.5 ms 

（S=1/400） 

   

閾値： 85 

二値化処理を行った結果が表－１である．ひび割れ

に関しては，陰影の形を変化させながら常に表示され

ているのに対して，文字の部分は照明位置によって消

えてしまうことが判る．これは凹部であるひび割れが

陰影を作るのに対して，表面上の存在する文字は消え

てしまったと考えられる．しかし，照度が大きすぎる

場合，ひび割れも消えてしまう可能性があり，今後は

撮影に応じた適切な照度の体系化が必要である． 
 
３．色空間の適用可能性 
 

照明を用いた計測手法の場合，二値化処理やエッジ

フィルターを用いて変状を抽出する場合が多い．コン

クリート表面にあるひび割れ・汚れおよび文字は，画

像上では同じ黒色系の特異点となり，誤認識箇所を選

別することは困難である． 
今回，同色系の変状を選別するため，色空間による

定量化を試みた．代表的な色空間は RGB であるが，

色の分布とは異なる色空間を示す HSV を適用した． 
HSV は，H：色相，S：彩度，V：明度である．RGB

からの変換式を用いて写真－１のひび割れと文字を画

素単位で数値化した（表－２）． 
今回着目したのは彩度を示す S の数値であり，ひび

割れと文字では彩度に差が生じるのではないかと考え

た．今回の結果では，蛍光灯下・ハロゲン共に同じ傾

向を示したが，今後はサンプル数や条件を増やして確

度を上げたいと考えている． 
 
４．今後の課題 

表－１ 二値化処理結果（抜粋）

写真－１ RC 供試体 

表－２ HSV 色空間への変換結果 

 H S V 

150  3 24 マジック 
蛍光灯下 

 80  9 13 ひび割れ 

32 41 25 マジック 
ハロゲン 

19 47 21 ひび割れ 

 
照明による陰影を利用した変状抽出手法の研究と

併せて誤認識箇所の選別の研究を進めている．人間の

眼を介さずにどこまで抽出できるかという観点から，

照明や色空間を用いて実験・解析を行っているが，サ

ンプル数が少なく現時点では明確な傾向を見いだせ

ていない．今後は調査時の計測条件に近いデータを用

いて，より実際的な選別を行えるよう研究を進めたい

と考えている． 
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